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【手続補正書】
【提出日】平成23年3月31日(2011.3.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々を識別可能な複数種類の識別情報の可変表示を行い表示結果を導出表示する演出表
示装置を備え、前記演出表示装置に特定表示結果が導出表示されたときに遊技者にとって
有利なラウンド遊技を複数回実行する特定遊技状態に制御し、特別条件が成立したときに
前記特定遊技状態に制御するとともに該特定遊技状態が終了したのちに通常状態であると
きに比べて識別情報の可変表示が前記特定表示結果となりやすい特別遊技状態に移行させ
る遊技機であって、
　前記特定遊技状態に制御するか否かと、前記特別条件を成立させるか否かとを、可変表
示の表示結果を導出表示する前に決定する事前決定手段と、
　識別情報の可変表示を行い、前記事前決定手段の決定結果にもとづく表示結果を導出表
示する可変表示実行手段と、
　前記事前決定手段により前記特定遊技状態に制御することに決定され、前記可変表示実
行手段により前記特定表示結果が導出表示されたときに、前記特定遊技状態に制御する特
定遊技状態制御手段と、
　前記事前決定手段が前記特別条件を成立させることに決定したときに、前記特定遊技状
態における所定のラウンド遊技が開始されたときから所定時間が経過したときであって当
該ラウンド遊技の期間中に、前記特別条件が成立したことを報知するための特別条件報知
演出を開始する特別条件報知演出開始手段と、
　前記特別条件報知演出開始手段が前記特別条件報知演出を開始した後、所定期間に亘っ
て該特別条件報知演出を実行する特別条件報知演出実行手段とを備え、
　前記特定遊技状態制御手段は、前記ラウンド遊技が開始されたときからラウンド遊技実
行時間が経過したときに当該ラウンド遊技を終了させるとともに、前記ラウンド遊技が開
始されたときから前記ラウンド遊技実行時間が経過する前であってもラウンド遊技終了条
件が成立したときに当該ラウンド遊技を終了させ、
　前記可変表示実行手段は、
　前記特定遊技状態が終了した後の複数回の可変表示に亘って、前記特別遊技状態である
ことに対応した特別演出と、前記特別遊技状態であるか否かを判別不能な判別不能演出と
を含む複数の演出のいずれかにより可変表示を実行し、
　前記特定遊技状態における前記所定のラウンド遊技が開始されたときから前記所定時間
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が経過する前に前記ラウンド遊技終了条件が成立したときには、当該特定遊技状態が終了
した後の複数回の可変表示に亘って前記判別不能演出により可変表示を実行する
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　請求項１記載の発明では、遊技機を、特定遊技状態が終了した後の複数回の可変表示に
亘って、特別遊技状態であることに対応した特別演出と、特別遊技状態であるか否かを判
別不能な判別不能演出とを含む複数の演出のいずれかにより可変表示を実行し、特定遊技
状態における所定のラウンド遊技が開始されたときから所定時間が経過する前にラウンド
遊技終了条件が成立したときには、当該特定遊技状態が終了した後の複数回の可変表示に
亘って判別不能演出により可変表示を実行するように構成したので、遊技者に不審感を抱
かせないようにすることができる。
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